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・星置后駆濯召冒否・
松原町政スタート CP. 2) 

第1回臨時議会 CP. 4) 
＝ 

知りたい情報局 CP. 6) 
；；；； 

まちの出来事 CP. 8) 

よろこびかなしみ (P.10) 

し徊厨伽量号まくでき器餅怠緊

保健センター主催 ちびっこ広場にて

串本町の人口と世帯数

・人口…… 20,887人 ・男性…… 9,685人 ・女性…… 11,202人 ・世帯数…… 9,424戸

（平成17年 5月1日現在）



■松原町政スタート

こ
の
た
び
、
初
代
串
木
町
に
に
就
任
い
た
し
ま
し
た

松
原
繁
樹
で
ご
ざ
い
ま
す
。

祈
し

い
串
木
町
は
お
か
げ
様
で
人
き
な
混
乱
も
な
く
、

4
月
1
H
に
無
市
発
足
い
た
し
ま
し
た
が
、
多
く
の
課

坦
が
山
桔
し
て
お
り
、
祈
町
の
舵
取
り
役
と
し
て
改
め

て
そ
の
責
任
の
菫
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
祈
し
い
町
づ

く
り
の
根
幹
と
な
る
の
は
町
民
の

行
政
に
対
す
る
参
加
意
識
の
向
上
で
あ
る
と
患

っ
て
お

り
ま
す
。

ど
ん
な
に＇
＞
派
な
論
議
を
精
み
重
ね
て
も
、

町
民
の
意
識
改
苧
が
な
け
れ
ば
そ
れ
は
砂
上
の
楼
閣
に

過
ぎ
ま
せ
ん
。

幸

い
、
選
挙
期
間
中
の
公
開
討
論
会
の

熱
気、

悪
文
候
に
も
関
わ
ら
ず
非
常
に
高

い
投
票
率

だ

っ
た
選
挙
結
宋
を
見
る
に
つ
け
、
現
在
、
町
民
の
町

政
に
対
す
る
間
心
は
非
常
に
高
い
状
態
に
あ
る
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
熱
が

一
過
性
の
も
の
に
終
わ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
対
話
と
悟
報
公
間
を
重
視
し
、

議
会

の
傍
聴
靡
が
常
に
満
員
に
な
る
よ
う
な
、
開
催
し
た
イ

ベ
ン
ト
に
数
多
く
の
参
加
者
が
束
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
町
民
と
串
木
町
行
政
の
関
係
を
築

い
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

山
精
す
る
諜
趙
の
中
て
私
が
最
重
安
課
哨
を
と
考
え
て

い
る
の
が
、

皆
様
の
命
と
暮
ら
し
、
安
全
に
し
I
H
結
す
る

閲
隠
、
防
災
と
地
域
医
療
て
す
。
人
地
哀
が
発
生
し
人

き
な
津
波
に
襲
わ
れ
た
時
、
私
た
ち
の
生
活
は
根
底
か

ら
崩
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
早
期
に
各
方
而
の
関
係
者

か
ら
な
る
検
討
委
員
会
を
しゾ
ち
上
げ
、
防
災
タ
ワ
ー
の

建
設
、
避
難
路
の
整
備
と
い
っ
た
ハ

ー
ド
而
の
整
備
は

も
ち
ろ
ん
、

溜
帷
訓
練
、
自
主
防
災
紺
織
の
充
実
な
ど

の
ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て
も
充
分
な
施
策
を
行

っ
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
田
辺
、
新
宮
の
ち
ょ
う
ど
中
間
に
位
窟

し
、
医
療
水
準
の
落
ち
込
み
が
言
わ
れ
る
古
町
に
お
い

て
什
民
の
生
命
と
健
康
を
守
る
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
確
'v

は
急
務
て
あ
る
と
恩
い
ま
す
。
串
本
病
院
、
111
座
川
病

院
の
経
営
改
浜
と
統
合
、
祈
病
院
の
建
設
に
向
け
、
各

方
面
へ
の
働
き
か
け
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

虫
眼
鏡
は
太
陽
の
光
を

一
点
に
集
中
さ
せ
紙
を
焦
が

す
こ
と
が
て
き
ま
す
が
、
私
は
首
に
の
役
割
と
い
う
の

は
こ
の
虫
眼
鏡
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。
職
貝
、
そ
し
て
町
民
が
持

っ
て
い
る
熱
意
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
1
つ
に
ま
と
め
あ
げ
、
将
束
に
要
と
希

望
の
持
て
る
安
晴
ら
し
い
町
づ
く
り
を
実
現
さ
せ
て
ま

い
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
を
始
め
内
外
の
背
椋
の
温
か

い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
町

に
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

― S 25. 10.11半木町串木生まれ (54歳）

県立串木高筈学校亨業

Iム島人学（政経学部）亨業

和歌llI県Ii人 り

半木士木出務所 (4年）

知市公室 ．1［政管理諜

県教育委円会 (5年）

企1曲部・粍務部の各諜勤務

福杜保健部・指和検介室検介員

HIG.12 退職 （勤統30年9ヶH)

所屈 ：無所屁

趣味： ll!l碁、映l曲・名楽鑑買、釣り

S49. 4 

5J
月
1
日
、
祈
し

い
串
本
町
の
舵
取
り
役

を
決
め
る
町
に
選
挙
が
行
わ
れ
、
叩
日
間
票

の
結
果
、
初
代
町
に
に
松
原
繁
樹
氏

(54
)
が

当
選
し
ま
し
た
。

5J
月
6
日
の
午
前
9
時
、
役
場
木
庁
舎
に

初
登
庁
し
た
松
原
町
長
は
Jf
而関
先
で
町
職
員

や
町
民
の
方
々
な
ど
約
100
名
に
人
き
な
拍
千
‘

て
迎
え
ら
れ
、

女
十
職
員
か
ら
＂
化
束
を
佃
苫
上

さ
れ
ま
し
た
。
松
原
町
に
は
職
員
に
向
け

「
ノ
ー
ト
で
言
え
ば
奥

っ
白
な
1
ペ
ー
ジ
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
。
職
員
の
哲
さ
ん
に
は
、
前

進
あ
る
の
み
の
心
椛
え
を
持

っ
て
全
力
で
職

務
に
当
た
っ
て

い
た
だ
き
た

い
。」

と
訓
ホ

を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
松
原
町
に
は
111

座
分
庁
舎
に
移
動
し
同
庁
舎
の
職
員
に
対
し

て
も
訓
不
を
行
い
、
午
後
か
ら
は
さ
っ
そ
く

諜
に
会
議
に
出
席
し
て
各
課
の
硯
状

・
諜
埠

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
る
な
と
執
務
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

串本町長選挙開票結果

得票穀

当 7,811 

6,574 

候補者氏名 （敬称略）

松原繁樹

嶋勝田 正

当日h権者数

投架 総数

投祟率

17,468人

14,564祟

83. 38% 

h効投架数
無効投架数

14,385祟

178祟

松
原
町
政
が
ス
タ
ー
ト

話
と
情
報
公
開

民
本
位
の
町
つ
く
り

復〗広報くしもと 6 広報くしもと 6
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■新しい議会構成
議長 川勝 昇 副議長 橋爪 和雄

常任委員会

串本町議会には3つの常イ「委員会が設逍されてお り、議員はとれか1つの委員会に所屈すること になっています。

総務常任委員会（定数6人） ◎古久保掟 〇仲江孝丸

庶務、財務、税務、教育及び他の委員会に屈さない事柄 について 谷n 昇男 水n 崇
の胴査や、議系 ・陳l胄などの征査を行いま す^ 椿谷 勅 川勝 昇

厚生常任委員会（定数6人） ◎角 将範 〇藤 田 勝彦

社会福祉、公衆衛'1、国民健康保険、病院に関する調査や、議案・ 清水和子 漆畑 繁牛

陳情などの森査を行います^ 辻 大介 梅野 光児

産業建設常任委員会（定数 6人） ◎和田良太 〇結城 力

廷設事染、水道事業、部市五tjilij事業及び裳林、水産、観光に関す 村上 修 消田 勝裕

る調査や議峯・ 陳沿なとの征査を行います＾ 寺町 忠 橋爪和雄

謙会運営委員会（定数 7人）

議会を円滑かつ効字的に連営するため設悟されており、議会の連

営や会議規則、議にの諮問な どについて協議する とともに、試会

の辿営に関する試系や陳i百なとの寓査を行います。

◎谷n 昇男
古久保掟

和田良太

橋爪和雄

〇藤田

角

村上

勝彦

将範

修

串本町古座川町衛生施設寧務組合議会

串本町と占座川町で構成し、稲村環境笞埋センタ ー （し尿処埋施

没）の管埋池営や田原1メヘの新こみ処埋場建設の事務などを行っ

ている衛'1施設事務組臼の議会。試員産数は 9人 （串本6人 ・占

座）1|3人）です，9

仲江

水n
渫畑

孝丸

崇

繁牛

清水

格谷

梅野

和子

勲

光児

（敬称略、◎ は委員長、〇 は副委貝長）

第 1回

臨時議会

原
四
唇
か
所
贋
明〗

松
議
長
に
は
川
勝
氏
を
選
出

平
成
17
年
串
本
町
議
会
第
1
回
臨
時
会
は、

53

月
1
8
日
に
招
隻
さ
れ
、
会
期
を
同
月
2
4
日
ま
で
の

7
日
間
と
定
め
て
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
冒
煩
、
松
原
町
に
は
「
4
年
間
の
任
期
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を

「た
ち
あ
が
れ
祈
し
い
町
」
、
「
久

竹
の
が
ん
ば
る
町」

と
し
、

「愛」、

「正
直
さ
」
、
「清

潔
」
と
い
う

3
つ
の
一
百
菜
を
町
づ
く
り
の
キ
ー

ワ
ー
ド
に
し
た
い
。
合
併
に
よ
っ
て
有
莉
な
地

h

伍
が
使
え
る
こ
の
時
期
に
、
職
日
の
削
減
を
含
め

た
歳
出
の
大
幅
な
削
減
を
実
現
し
、
行
政
の

ス
リ

ム
化
を
は
か
り
た
い
。
」
と
町
政
運
営
に
あ
た
っ

て
の
所
信
を
表
uJJ
し
ま
し
た
。

ま
た
今
回
の
臨
時
議
会
で
は
、
議
会
議
に
と
副

議
長
を
新
た
に
選
出
す
る
選
挙
が
執
行
さ
れ
、
投

票
の
結
米
、

議

K
に
は
川
勝
昇
氏
が
、
副
議
長
に

は
橋
爪
和
雄
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た。

そ
の
後
、
各
委
貝
会
妥
日
を
選
任
し、

祈
し
い

議
会
の
惜
成
が
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

かつひ―

藤白勝彦 (62)
潮岬・日本共産党
無職

わた- )) 0 ぅ r•

和田良太 (58)
潮岬・無所屡
漁業

はま上◇ かつひん

溝由勝裕 (43)
串本・無所属
会社役員

ゆうさ ら，'.,

結城 力(56)
有田・ 無所窟
飲食業

:,:づめ かずキ

稿爪和雄 (49)
伊串・無所辰
農 業

L‘うかみ わさし‘

利寸上 修 (60)
田荘 ・無所辰
無職

なかえ たかまら

仲江孝丸 (47)
姫・日本共産党
政党役員

みずく‘ ぢ

水口 富 (46)
和深 ・無所屡
自営業

てうま ら rょ
寺町 忌(52)
大島・無所属
水庄業 （魚類養殖）

ふらくほ '-よ‘)

古久保捷 (66)
串本 ・無所屎
無職

かわかつ のほと

川勝 昇 (74)
有田・無所辰
団体役員

つ91きだ9・ し、さお

椿谷 勲(63)
澪荷 ・無所展
無 職

，，・ど まさのり

角 持範 (55)
潮岬・無所属
自営（食料品販売）

つじ だ9，かけ

辻 大介 (46)
大島 ・無所窟
社会保険労務士

た （ペ~ぢの 9） お

谷口昇男 (61)
大島 ・無所屡
無職

‘)のの みつ9:

梅野光児 (37)
上野山・無所辰
自営菜

→ ●,  
ヵ・ず―

；訂永和キ (58)
古田・無所屡
紐設業

新
町
議
会
議
員
の
ご
紹
介

Ill
k
逆
tT
と
併
せ
て
，
h
わ
れ
た
ぅ
叫
会
ふ
貝

殷
選
脊
で
は
、
次
の
18
名
の

h
々
か
ヤー
逍

さ
れ
ま
し
た
側
ふ
逸
は
今
叫
に
似
り
、
中
本
選
"TIX
名
9

数
12)
とーロ

性
ぶ
挙
区

正）

牧

6
)

に
分
け
て
，
fJ
わ
れ
、

そ
れ
そ
れ
の
選
学
に
で
の
投
棠
者
数
は
巾
本
が
1
万
4
L
,
8

名
雹
益

―忠
'

8
2.m
%
）
、古
座
が
4
.

1
1

0

名

霰
益

―忠
＇

郎
•

7
0%
)
で
し
た

表
示
は
、
氏
名
（
年
齢
）
、
住
所

党
派
、
職
業
。

掲
範
は

50
音
順
、
敬
称
略
。

rぶ 広報くしもと 6 広報くしもと 6
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■串本町のビニール・廃プラスチック処理の流れ

家庭からの廃プラ

コークス炉

石炭を忌湿て焼い

て不純物を取り除

き9 :::Jークスを製

造する設備

□ 忌炉に投入され，

鉄鋼石の還元剤と

して銑鉄を生産す

る際に使用される

E-ピ
＿
ー
ル
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

の
ご
み
は
分
別
収
集
後
、
ど
の
よ
う
に

処
理
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

■収
集
し
た
廃
プ
ラ
の
行
き
先
は

．．． 

背
さ
ん
の
ご
家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
ビ

ニ
ー
ル
・

廃
プ
ラ
ス
チ
ソ
ク
類

（以
下
、

廃
プ
ラ
）
は

い
っ
た
ん
田
原
の
清
掃
セ

ン
タ
ー
に
吹
め
ら
れ
、
巽
物
を
取
り
除

い
た
後
、
斤
縮

・
梱
包
し
、
倉
廊
に
保

管
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
定
期
的
に
財

異
物
が
取
り
除
か
れ
、
粒
状
と
な
っ

た
廂
プ
ラ
は
石
炭
と
混
合
さ
れ
、
コ
ー

ク
ス
炉
の
炭
化
宰
に
投
入
さ
れ
ま
す。

炭
化
宰
は
年
酸
索
状
態
の
た
め
、
廃
プ

ラ
は
燃
焼
す
る
こ
と
な
く、

商
温
で
熱

■廃
プ
ラ
が
化
学
原
料
に

廃
プ
ラ
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
は
、

現
存
、
多
く
の
力
法
が
実
用
化
さ
れ
て

い
ま
す。

分
解
し
、
コ

ー
ク
ス
、

科
学
原
利
と
な

る
炭
化
水
素
袖
、
発
電
な
ど
に
利
用
さ

れ
る
コ
ー
ク
ス
炉
ガ
ス
が
で
き
ま
す
。

廃
プ
ラ
は
こ
の
よ
う
に
化
学
原
料
と
し

て
有
幼
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

紐

辰
八幡裂鉄所

団
法
人
日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
協

会
（
以
下
、
容
リ
協
会
）
へ
と
引
き
渡

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
容
リ
協
会
は
使
め
た
廃
プ

ラ
を
ど
の
よ
う
に
処
坪
し
て

い
る
の
で

し
ょ
う
か
？
実
は
串
本
町
か
ら
引
き
渡

さ
れ
た
廃
プ
ラ
は
、
北
九
州
市
に
あ
る

祈
日
本
製
鉄
株
式
会
社
の
八
幡
製
鉄
pJi

へ
と
運
ば
れ
て
い
ま
す。

成
分
を
分
解

し
、
科
学
原
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。

■ご
み
を
出
す
際
の
お
願
い

容
リ
協
会
へ
と
引
き
渡
さ
れ
る
廃
プ

ラ
に
は
定
期
的
に
検
査
が
行
わ
れ
て
お

り、

廃
プ

ラ
以
外

の
岩
物
が
多
く
混

ざ

っ
て
い
た
場
合
に
は
引
き
取
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
町
民
の
背

コークスとは？

ごみを店接搬人する場合、ごみの祉頷によ って搬人先が異なります。ビニー

ル・1発プラスチソク類、古紙類は円原 の清掃センターヘ、 それ以外のこ‘`み

は田並の ごみ処理場へ持ち込 んで くだ さい。
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rk,: 

石吹を高温で焼いて

不純物を除いた多孔黄

で硬い炭素箕の固体。

火つきは悪いが無煙燃

焼し、火力は強い。梨鉄所では鉄鉱石とコークス、

副原料を高炉に入れ、鉄鉱石を溶かして銑鉄を生産

する。 コークスは高炉の中を高湿にし、鉄鉱石こ含

まれる不純物を取り除く役割が涜り、鉄を作るの1ご

欠かせなし＼存在となっている。

100℃に）JU熱 し、

粒状にします

い

そ
の
う
ち
、
容
器
勺
J

装
リ
サ
イ
ク
ル

法
が
リ
サ
イ
ク
ル
の
手
法
と
し
て
認
め

て
い
る
も
の
の

―
つ
が
、
八
幡
製
鉄
所

に
て
行
わ
れ
て
い
る
コ
ー
ク
ス
炉
利
学

原
料
化
技
術
で
す。

私
た
ち
が
出
す
廃
プ
ラ
の
ご
み
に
は

様
々
な
種
類
の
も
の
が
滉
存
し
て
お
り
、

選
別
す
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
で
す
。

そ
の
点、

商
温
で
熱
分
解
す
る
コ
ー
ク

ス
炉
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ノ
ク
の
種
類
を

問
わ
ず
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
、
幼
率

よ
く
再
利
川
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。

悦物を取り除いた後、

粉々に砕かれます

: 

i殷迅されてきた廃プラ

■リ
サ
イ
ク
ル
過
程

集
め
ら
れ
た
廃
プ
ラ
は
横
械
に
よ
っ

て
粉
々
に
砕
か
れ
、
人
の
手
と
機
械
に

よ
る
選
別
に
よ
り
、
巽
物
が
完
令
に
除

去
さ
れ
ま
す。

さ
ん
に
は
ご
み
の
分
別
を
徹
底
し
て
い

た
だ
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん、

食
品
な
ど

が
人
っ
て

い
た
容
蹄
は
き
れ
い
に
洗
っ

て
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

勺＿、： 広報 く しもと 6 広報くしもと 6
\~ 
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世界の観光先進地を飛び回り、南紀の

観光発展に取り組まれた堀木さん

半世紀以上にわた り、教育界に関わり

続けてこられた南さん

◇
旭
日
双
光
章

堀
本
隆
男
さ
ん

(72

串
本
）

昭
和
62
年
4
月
に
和
歌
山
県
議
会
議
員
選
卒
に
切
当
選

し
て
以
＊
、
平
成
1
5
年
ま
で

4
期
連
続
で
県
議
を
務
め
ら

れ
、
（
中
成
1
3
年
6
月
か
ら
翌
年
6
月
ま
で
は
副
議
長
）

県
民
生
活
の
安
定
と
社
会
福
祉
の
向
上
に
多
大
な
功
績
を

収
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
県
職
貝
時
代
か
ら
通
じ
て
、
県

の
発
展
計
阿
、
と
り
わ
け
観
光
の
傭
究
に
力
を
注
が
れ
、

lu
界
の
観
光
先
進
地
を
楕
力
的
に
視
察。

「紀
伊
半
馬、

南
紀
は

つ
く
り
方
に
よ
っ

て
は
世
界
一
の
観
光
地
に
な
れ

る
。」
と
南
紀
の
観
光
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
c

春
の
叙
勲

4
月
2
9
H
、
各
分
野
て
長
年
に
わ
た

っ
て
杜
会

に
｝只
献
し
た
人
々
を
た
た
え
る
「
平
成
17
年
春
の

叙
勲
受
古
＇者
」
が
発
表
さ
れ
、
串
本
町
で
は
次
の

2
名
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

◇
瑞
宝
双
光
章

南
茂
二
郎
さ
ん

(79

二
色
）

昭
和
22
年
の
錦
宮
小
の
勤
務
に
始
ま
り
、
串
本
小
、
す

さ
み
町

v>大
己
小
、
有
田
小
、
潮
岬
小
の
教
諭
を
務
め
ら

れ、

昭
和
49
年
か
ら
は
中
辺
路
町
立
近
野
小
、
出
承
小、

橋
杭
小
の
校
に
を
歴
任
。
教
職
に
携
わ
る
こ
と
37
年
と
10

ヶ
月
、
小
学
校
教
育

一
筋
に
そ
の
向
上
と
充
実
に
力
を
尽

く
さ
れ
ま
し
た
c

昭
利
60
年
4
月
に
は
教
育
長
に
選
任
さ

れ
、
乎
成
11
年

6
月
の
退
任
ま
で
、
1
4
年
の
永
き
に
わ
た

り
戦
務
を
遂
行
し
、

多
く
の
施
設
整
備
を
千
が
け
る
な
ど、

教
育
行
政
の
拡
判
に
多
大
な
貢
献
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

慰霊碑に献花を行うニザム武官夫妻

トルコ記念館を視察するニザム武官

町長室にて松原町長と懇談

「いつも応援してくれる家族に

感謝したい。」 と語る今村さん

串
本
町
は
、

明
治
23
年
に
樫
野
崎
沖
で
遭
難
し
た
ト

ル
コ
軍
艦

「
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
」

の
乗
組
貝
に
対
し
、

当
時
の
樫
野
区
民
が
献
身
的
に
救
助
活
動
を
行

っ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

ト
ル

コ
回
と
の
人
好
関
係
が

続
い
て
い
ま
す
。
去
る
5
月
10
日
1
1
1
日
、
駐

nト
ル

コ
人
使
館
の
オ
セ
ル
・

ニ
ザ
ム
武
官
文
友
が
串
本
町
を

訪
れ
、
樫
野
崎
の
エ
号
遣
難
慰
心
温
碑
に
献
＂
化
を
行
い
ま

し
た
。
同
武
官
は
昨
年
8
月
に
着
任
し
、

今
同
が
初
め

て
の
来
町
と
な
り
ま
す
。

10
日
に
開
偏
さ
れ
た
献
化
式
典
に
は
、
地

匹
樫
野
区‘

大
島
小

・
中
学
校
、

南
紀
国
際
交
流
協
会
、
ト
ル
コ

民

族
耕
踊
団、

航
空
目
衛
陥
串
本
分
屯
某
地
な
ど
か
ら
約

4
0
名
が
出
席
。
慰
宝
碑
に
黙
祷
し、

献
花
を
行

っ
た
武

官
は
「
皆
様
の
祖
父
母
が
行

っ
た
救
助
活
勁
に
心
か
ら

感
謝
い
た
し
ま
す
。
こ

の
地
で
眠
る
兵
士
た
ち
も
こ
の

よ
う
に
続
く
友
好
関
係
を
喜
ん
で
く
れ
て
い

る
こ
と
で

し
ょ
う
。
」

と
流
輯
な
日
本
語
で
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
武
宜
人
妻
は
11
H
に
役
場
を
表
敬
訪
問
し
、
松

原
町
長
と
懇
談
。
武
官
の
気
さ
く
な
人
柄
に
町
艮
か
ら

は

「ま
る
で
昔
か
ら
の
友
人
が
来
た
よ
う
だ
。」
と
笑

み
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
年
は

エ
号
遭
難
か
ら
115
周
什
と
い
う
節
目
の
年。

11
月
に
は
、
追
悼
人
典
と
数
々
の
文
化
交
流
事
業
が
間

催
さ
れ
る

f
定
と
な

っ
て
い
ま
す
。

噌磯堡善
｀

今
村
智
香
子
さ
ん

4
月
3
0
H
に
京
都
市
で
行
わ
れ
た
↑
日
本
剣
道

連
盟
の
剣
道
ヒ
段
審
査
会
に
お
い
て
、

町
内
在
住

の
今
村
智
香
子
さ
ん

(43
)
が
見
事
合
格
し
、

女
性

と
し
て
は
児
内
で
初
め
て

の
剣
追
ヒ
段
位
取
得
者

と
な
り
ま
し
た
。

今

H
さ
ん
は
串
本
高
校
で
剣
道
を
始
め、

大
学

を
経
て
今

nに
全
る
ま
で

20
年
以
上
に
わ
た
っ

て

鍛
錬
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
六
段
に
合
格
し
た
の

は
平
成
8
年
。
七
段
の
受
審
資
格
を
得
る
た
め
に

は
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
6
年
の
修
行
が
必
要
と
さ
れ

て
お
り
、
家
中
や
子
ど
も
た
ち
へ
の
指
尊
の
合
間

を
見
つ
け
て
は
純
営
を
軍
ね、

33
年
越
し
6
回
目

の
挑
戦
で
見
中
難
関
を
突
破
し
ま
し
た。

「
七
段
に
相
応
し
い
剣
士
に
な
る
た
め
、

更
に

稽
古
を
積
み
た
い
。」
と
語
る
今
村
さ
ん
。
次
は

令
国
初
の
女
性
八
段
を

H
指
し
て
く
だ
さ
い
／
．

ト
ル
コ
大
使
館
武
官
夫
妻
来
町

急〗広報 く しもと 6 広報くしもと 6
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■串本消防署からのお知らせ

地震に対する日常の備え

平成16年は、台風、集中索両、そして新潟原中越地

委と様々な大きな自然災古が発生しました。また、近

い将米発生するとされる東海、南海、東南海地哀ては

大きな被害が予想されています。地哀が発生したとき、

被害を最小限に抑えるには、一人ひとりがあわてず適

切な行動をとるこ とや、日頃からの地君に対する備え

が璽要です。

地震が発生したときのこと を家族て活し合い、非常

持出品を備えるほか、仲宅の面J委化や家具の転倒・洛

ド防止対策を講じたり、家族の安否の確語方法を決め

てお くなど、いさという時のための準備をしておきま

しょう。住宅の耐裳化、家具等の転倒・ 治 ド防止 阪

神 ・淡路大裳災ての死者のほとんどは、 建物の倒埃に

よる ものてしfふ地委から命を守るうえで、現時点て

最も効呆的な方策は、住宅の副震化てすc

※吹報への掲戦を希翌されない）jは、)州|'，の際に窓nにおlilし！1',ください。

， 

耐君診断により、我が家の耐震性をチェソクすることか

らは じめま しょう。また、地需時に建物が無事でも、家呉

が転倒する と、その ド敷き になってケガを したり、室内が

散乱状態のために避難が遅れてしまうことがあります。家

具等はでき るだけ建物本体に、安仝に固定しま しょう。

いさという時のために消火器や消火用水のほか消火に役

立つ物をふだんから弔急し、備えておきま しょう、浴梢に

水を張っておく のもよいてしょう。

非常持出品は最小限におさえましょうc その他の物は、

いったん避難してから安仝が確認できればまた収 りに戻る

ことも可能ですc

また、負傷した時に応急手当が出来る ように救急用品も

準備しておきましょう。非常持出袋などは、いつでも持ち

出せる場印こ備えておきま しょう。

〈備えておきたい非常持出品〉

・現合・通帳など （免許占・健康保険証のコピーも） ・救急用品

・非常食品 （定期的に入れ替えます） •水 (-日分一人ニリソトル を 目 安）

・衣類•生活用品・携帯ラジオ ・ 懐中電灯など

和
田
芙
ゆ
托

南

地

広

男

土

屋

ヒ

テ

川
端
芙
美
代

藤

閻

き

く

上
田

為

―一郎

80 97 64 76 83 88 

高和 串串串田

宮深 本本本井

ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

／ ／ 

浅 伊 中 龍
利勢村田

美 谷志仁

武 央
柏史 甲 t専

串

本

兵
府
県

大

畠
田

井

◇
令
政
マ
サ
ノ
さ
ん

（有
田
）
か
ら
、

,L
文

（
喜
一
）

の
否
典
返
し
と
し
て

有
田
名
人
ク
ラ
ブ
ヘ
。

◇
中
久
さ
ん

（津
荷
）

か
ら
、
，L
は

（
ハ

ル
ノ
）
の
香
典
返
し
と
し
て
社
会
似

祉
協
議
会
へ
。

◇
古
川
玲
さ
ん

（串
本
）
か
ら、＇」

怠
十

（大
作
）
の
香
典
返
し
と
し
て
社
会
輻

祉
協
議
会
へ

。

◇
和
田
剛
さ
ん
（
岩
出
町
）
か
ら
、
＇
」
は

（美
ゆ
た
）
の
否
典
返
し
と
し
て
社
会

福
祉
協
議
会
へ

。

◇
佐
野
和
美
さ
ん

（押
野
）
か
ら
、，
L
火

（昭
洲
）の
否
典
返
し
と
し
て
社
会
福

祉
協
議
会
へ
。

◇
松
本
千
代
さ
ん
（古
田
）か
ら
、＇」文

冤

）
の
否
典
返
し
と
し
て
社
会
福
祉

よろこび

かなしみ

(1JJ受付分 牧称略）

消防署から

雪＝胞釣予疇
疇 0麟醗瞬亨

ゴールデンウィーク中 (4月29日～ 5月8日）

の火災 ・救急件数は卜記の通り でした。

面故極別 出場件数 搬送人旦 イ易病程度別

急 病 23件 23人
軽傷(10人）中等症(10人）
正場(3人）死亡(0人）

交過事故 2件 2人
軽傷(1人）中等症(1人）
正潟(0人）死亡(0人）

一般負儒 7件 7人
軽湯(3人）中等症(2人）
重傷(2人）死亡(0人）

運動競技 1件 1人
軽傷(1人）中等症(0人）
重傷(0人）死亡(0人）

労働災害 2件 2人
軽傷(1人）中等症(1人）
重傷(0人）死亡(0人）

転院搬送 5件 5人
軽傷(0人）中等症(3人）
重傷(2人）死亡(0人）

計 40件 40人 軽傷(16人）中等症(17人）
重傷(7人）死亡(0人）

※火災件数 0件 ／ 救助件数 2件

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

〈出
生
児
氏
名
〉
〈
届
出
人
〉
〈
地
区
〉

矢
口

別

正

勇

両

，JuJ

川

本

昭

春

陥

哉

潮

岬

雑

賀

和

光

川

串

本

久

堀

叩

叩

か

ず

え

西

rluJ

み
お
う

早
川

芙
桜

勇

治

田

原

し
ゅ
ん
き

久

本

仲

陣

真

一

中

湊

ご
寄
付
あ
り
が
と
うご
ざ
い
ま
す

隻

お
誕
生
お
戸

5
心い，

長辻田水芝久 岩
野 代口崎元谷

弘壽正否ミ寿輻
ャ

＋美代代ノ＋磨

50 72 77 80 87 46 73 

西 中中古古 西潮

向 湊湊 座座 向岬

協
議
会
へ
。

念
石
谷
菊
子
さ
ん
（
潮
岬
）
か
ら
、
亡
夫

籍

磨
）
の
否
典
返
し
と
し
て
社
会
福

祉
協
議
会
へ

。

◇
河
田
洋
さ
ん

（串
本
）
か
ら
、
亡
父

（稔
）の
否
典
返
し
と
し
て
社
会
福
祉

協
議
会
へ

。

◇
藤
固
印
ハ次
さ
ん

（和
深
）
か
ら
＇
」
は

（き
く
）
の
否
典
返
し
と
し
て
安
指
区

と
安
指
名
人
ク
ラ
ブ
ヘ
。

／ 

¥ 

今年の火災・救急件数
-5月1日現在一

火災件数 救急件数

建物 2件 交 通 31件

林野 0件急病 251件

その他 1件 その 他 12ワ件

合計 3件合計 409件

火災のない住みよい豊かな町づくり

ヽ

ノ

1ー！〗 広報くしもと 6 広報くしもと 6
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お
知
ら
せ
＆
行
事

一
見
美
し
い
串
本
の
海
。
し
か
し
、

海
岸
に
は
多
く
の
ゴ
ミ
が
涼
着
し
て
芙

観
を
損
ね
て
い
ま
す
。
砦
さ
ん

一
人
ひ

と
り
の
力
を
出
し
合
っ
て
串
本
の
海
を

き
れ
い
に
し
ま
せ
ん
か
？

は
が
き
等
に
よ
る
郵
送
、

F
A
X
、
E

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
次
の
応
募

先
ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際

に
は
郵
便
番
り
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
は
を
必
ず
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
作
品
は
一
切
返
却
し
ま
せ
ん
。

▼
応
募
先

〒

6
4
7
|
8
5
5
J
1

紐

呂
市
緑
ヶ
丘
2
|
4
|
8

束
牟
妻
振
典
局
県
民
行
政
部
総
務
課

父
通
安
仝
椋
語
係
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旧
串
本
町
の
皆
さ
ん
へ

旧
串
本
町
は
こ
れ
ま
で
田
迄
税
務
署

の
管
轄
で
し
た
が
、
乎
成
1
7
年
4
月
1

日
の
古
座
町
と
の
合
併
に
よ
り
、
平
成

17
年
7
月
1
日
か
ら
新
宮
税
務
著
の
管

轄
に
変
更
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
管
轄

変
更
に
伴
う
届
出
等
の
手
続
き
は
特
に

必
吹
あ
り
ま
せ
ん
。

町常1{主吏入居惹募集のお知らl.tt

◇ 募集団地◇

団地名 所在 地 住宅の閻取り 募集戸数 月額家 臣

居間 公営住宅法により

S62有田
串本町有田上31-l 60 60 45 

2戸
計算した釜額

串本町有田上44番地 台所 45 (10,500円～

風呂 トイレ l7,400円）

居問 公営住宅法により

リバーハ 60 60 60 計算した金額

イツ古座
串本町四向440-l

台所 60 
l戸
(10,000円～

風呂 トイレ 25, ODO円）

※リハーハイツ占座住宅については、家臣とは別に自治会要が必要です。

※ 全ての住宅について、入居の際には月額家~3 ヶ月分の敷金が必要です。

◇ 申込み等の日程 ◇

申込み用紙の配布・受付

［頁月 閾 ） 平成17年6月1日（水） ～ 平成17年6月14日（火）

※但し、土日，祝 ・祭日は除きます。

【時間） 午前8時30分～午後5時15分

【場 所 ） 串本町役場古座分庁舎 筈理課

※申込み用紙については、本庁住民課でも配布します。

◇ 申込み資格 ◇

（l)串本町内に住所又は勤務先を有する者

(2)現に住宅に困窮していることが明らかな者

(3)同居しようとする親族があり、本人を含めて2人以上の世帯であるごと

(4)町税等の滞納が無いごと

(5)本人及び同居人の収入を加臣して、年間所得金額が政令の規定以内であ

るごと

※その他の事項lこついては法令を遵守します。

◇申込みに必要な占類◇

①町営住宅入居申込害 ②収入証明香 ③納税証明書 ④住民票

⑤婚姻証明書 （※該当者のみ）

※ その他詳細については，役場管理課住宅係 (H0735-72-008l)まてお問い

合わせください。

T
成
1
7
年
戻
郵
政

一
般
職
員
採
用
試

験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

了
受
検
申
込
受
付
期
間

6
月
］
日
（水
）
し

6
月
1
5
日（
水）

※

6
月
1
5
日
消
印
有
効

て
受
検
案
内
及
び
受
検
申
込
書

お
近
く
の
郵
便
局
に
置
い
て
い
ま
す
。

※
詳
細
に

つ
い
て
は
、
お
近
く
の
郵
使

局
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
の
海
岸
を
少
し
で
も
美
し
く

す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
清
抑
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募

っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
仕
ち
し
て
お
り
ま
す
。

て
清
掃
日
時

6
月
12
日

（旦

午

前

7
時
1
9
時

※
雨
天
や
荒
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

▼
清
掃
悶

橋
杭
小
学
校

9心
0

川
河
口
ま
で
の
海
片

ア
集
合
場
所

旧
串
本
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場
加
公
園

※
6
時
5
0
分
ま
で
に
集
合
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
軍
手
・
汗
拭
き
を
川
究
し
て
い
ま
す
。

兄

着
順）

マ

主

催

串
本
海
上
保
安
署

串
本
愛
舟
会

て

協

賛

海
上
保
安
協
会
串
本
支
邸

て

協

力

竺
国
税
に
関
す
る
各
種
取
扱
事
項

巾
告
、
巾
晶
、
納
税
、
相
談

納
税
証
u
J
J
書
の
晶
求
•

発
行
な
ど

※
泊
呆
所
得
税
の
納
付
に
つ
い
て
は
、

給
判
・
報
酬
な
と
の
支
払
月
に
よ
り
次

の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

霰
月
納
付
〕

6
月
支
払
分
(7
月
11
日
納
期
隕
）
ま
で

串
本
町

※
お
間
い
合
わ
せ
は
、
串
本
海
上
保
安

署

-
1
0
7
3
5
|
6
2
|
0
2
2
6
)

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
も

7
月
21
ー
2
3
日
に
ビ
ル

フ
ィ
ッ
シ
ュ

ト
ー
ナ
メ
ン
ト

・
イ
ン
・

串
本
を
開
催
し
ま
す
。
実
行
委
目
（会
で

は
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、

盛
り
上
が
り
の
あ
る
大
会

に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
内
の
飲
食
布
や
布
泊
施

設
の
皆
さ
ん
、

大
会
参
加
チ
ー
ム
の
応

援
団

（ス
ポ
ン
サ
ー
）
に
な
っ
て
い
た

だ
け
ま
せ
ん
か
？
費
用
は
無
料
で
す
。

＊
応
援
チ
ー
ム
が
釣
り
上
げ
た
カ
ジ
キ

の
検
鼠
時
に
記
念
写
更
を

一
緒
に
振

り
、
広
告
等
に
使
用
で
き
ま
す
。

＊
表
彰
パ
ー
テ
ィ
に
ご
招
仕
。

↓
田
辺
税
務
署

7
月
支
払
分
(
8
月
1
0
日
納
期
限）
以
降

↓
祈
宮
税
務
署

祠
期
特
例
〕

1
1
6
月
支
払
分
(
7
月
11
日
納
期
限
）

↓
田
辺
税
務
署

※
お
問
い
合
わ
せ
は、

田
辺
税
務
署
(
6
0
7
3
9
|
2
2
|

父
通
事
故
を
な
く
す
る
県
民
運
動
束

牟
姜
地
区
推
進
協
議
会
で
は
、

IU界
遺

ゥ快
の
地

・
熊
野
」
に
ふ
さ
わ
し
い
父
通

安
仝
椋
語
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す。

▼
応
募
期
間

6
月
1
日

（水
）
1
7
月
2
9
日
本
~
）
必
沿

▼
応
募
資
格

県
内
に
居
住
ま
た
は
、
県
内
に
通
勤
・

通
学
す
る
ガ

▼
テ
ー
マ

例
え
ば

「熊
野
」
や

「
IU界
遺
ャ
料
」
と

い
っ
た

．―-口葉
を
盛
り
込
む
な
ど
、

「
IU

界
逍
ゥ
止
の
地

・
熊
野
」
に
ふ
さ
わ
し
い

交
通
安
仝
に
関
す
る
椋
語

▼
応
募
方
法

1
2
5
0
)
ま
た
は
祈
宮
税
務
等

(e

0
7

3
5Jー

2
2
|
5
2
6
1
-
¥
o

児
空
予
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
令
て

の
力
は
、
毎
年
6
月
中
に
現
況
届
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
届

＊
大
会
フ
ラ
ソ
グ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

※
役
場
経
済
観
光
課

へ
、
6
月
27
日

（月
）
ま
で
に
お
巾
し
込
み
く
だ
さ
い
。

連絡先

串木町役場木庁舎 TEL62-0555

串木町役場古匝分庁舎 TEL 72-0081 

串木病 院 TEL62-0635 

古匝 ）II病院 TEL72-0280 

学校 教 育課 TEL62-6066 

生涯 学習 課 TEL62-0006 

串木町立団書館 TEL62-4653 

保健セ ン ター TEL62-6206 

サンゴ の 湯 TEL62-2001 

B&G海洋センター TEL 62-5540 

国民宿舎あら ふね TEL74-0124 

町内放送案内 TEし62-3200

串木町ホームペーシアドレス

http:JJwww.town.kushimoto.wakayama.jpJ 

串本町メールアドレス 1代表）
kikaku@town.kushirmto.wakayama.jp 
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6]国国園口国m
日躍 行事内容（時間） 場 所 主管課等

1水 人権特設相談所 住 民課

(l3:30~l5:30) 串本町役場古座分庁含
(13:3□-15:30) 串本町役楊本庁舎

← -

2木 年金相談 住民課

(lo:00~l5:00) 串本町役楊本庁舎
トー一

2木 健康相談 保健福祉課

I 2日(9:00~ll:00)潮 岬 公民 館
29 水 3日C9:30~ ll :OO) 冤I健康日センター
6日(9:30~ll:00)和 深 公民 館
7日(9:00~ll:00)田 並 公 民 館
lO日(9:30~ll:00)樫野青年会館
l3E3(l3:00~l5:00) 保健センター
15 日 (9:30~10:30) 上日恨生活敗善センター

(lo:30~ll:30) 佐部集会所
24日(l3:00~l5:00)冦塁競合センター
27日(9:00~ll:00)串本町役場本庁舎
29日 (9:30~10:30) 津荷老人憩いの家

トー一

8水 和歌山県美術家協会展 町 立体育館 生涯学習課

I 串本展
12日 (9:00~17:00) 
← -

9木 人権行政相談 串本軋］役楊占座分庁含 住 民課

(13:30~15:00) 
← -

10金 行政相談 己座福祉センター 住民課

(l3:00~l5:00) 
トー

14火 親子敦室〈ひよこ広場〉 保健センター 保健福祉課
4ヶ月～1歳児
(10:00~ ll :30) 

← -

16木 一般献血 須江自衛隊内 保健福社課

(lo:00~15:00) 
トー

1?金 親子教室〈ちひっこ広場〉 保健センター 保健福社課
2~3歳児
(lo:00~ll:30) 

は、

筍
年
6
月
1
日
に
お
け
る
状
況
を

記
載
し
、
児
巫
千
当
を
引
き
続
ぎ
受
け

る
安
什
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。
席
の
提
出
が
な
い

場
合
、

6
月
以
降
手
当
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

了
現
況
届
に
必
要
な
添
付
書
類

・
年
令
加
入
証
uJJ書
ま
た
は
、
他
康
保

除
証
の
写
し

（受
給
者
が
社
会
保
除
の

場
合
）

・
児
望
予
当
川
所
得
証
明

(
T成
17
年

1
月
1
日
に
串
本
町
に
住
所
が
な
か
っ

た
力
）

※
そ
の
他
必
安
に
応
じ
て
、
提
出
す
る

害
類
が
あ
り
ま
す
。

T
成
17
年
没
水
質
検
査
計
回
及
び
水

質
検
査
結
果
を
串
本
町
役
場
第
2
庁
舎

（
旧
古
座
町
役
場
）
水
道
課
に
て
開
ホ

し
て
い
ま
す
の
で
、
関
龍
し
た

い
力
は

お
越
し
く
だ
さ
い
。

和
歌
山
県
で
は
愛
玩
創
疵
目
的
に
捕

獲
で
き
る
鳥
は
メ
ジ
ロ
の
み
で
、
飼
企

こ
の
戻
、
中
林
孝
治
（
な
か
ば
や
し

こ
う
じ
）
さ
ん
が
総
務
大
臣
か
ら
行
政

相
談
日
に
再
去
咽
さ
れ
ま
し
た
。

中
林
さ
ん
は
、
現
存
ま
で
4
年
間、

串
本
町

（旧
古
座
町
）
に
お
け
る
行
政

相
談
日
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
行
政
に
対

す
る
"+11
情
や
ご
意
見
の
相
談
を
受
け
て

こ
ら
れ
た
相
談
日
で
す
。

ま
た
、
笠
鶴
征
男
（
か
さ
し
ま
い
く

お
）
さ
ん
が
こ
の
戻
総
務
大
臣
か
ら
行

で
き
る
の
は

l
l
u布
に
1
羽
で
す
。

※
捕
猿
許
可
に
つ
い
て
は
束
牟
麦
振
OOハ

局
林
務
課

(6
0
7
3
5
|
2
1
|
9

6
1
2
)、
剣
義
の
丘
録
に

つ
い
て
は

役
場
経
済
観
光
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

屠
嘉
｀

喜
盈
璽
喜

6
月
は
「
来
日
外
国
人
犯
罪
対
策
及

び
不
法
滞
在

・
不
法
就
労
防
止
の
た
め

の
活
動
強
化
月
尚
」
で
す
。
不
法
就
労

を
す
る
外
固
人
の
ボ
加
の
背
景
に
は
、

不
法
就
労
を
斡
旋
す
る
プ
ロ
ー
カ
）
や

不
法
滞
布
の
外
国
人
を
扉
川
す
る
事
業

主
の
存
布
が
あ
り
ま
す
。

不
法
就
労
者
を
雇

っ
た
場
合
は
、
不

法
就
労
助
に
罪

(3
年
以
下
の
懲
役
ま

た
は

300
万
日
以
下
の
罰
金
）
に
よ
り
処

剖
さ
れ
ま
す
。

外
国
人
を
展
川
す
る
場
合
は
、
旅

券

・
就
労
資
格
証
叩
書
等
で
、
存
留
資

格
と
在
留
期
間
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
串
本
警
察
署
ま
で

(6
0
7
3
5
|
6
2
_
o
l
l
o
)
 

政
相
談
日
に
委
威
さ
れ
ま
し
た。

笠
鶴
さ
ん
は
、
昭
和
36
年
に
法
務
局

へ
就
臓
し
、
平
成
1
4
年
に
退
職
。
平
成

15
年
か
ら
は

（財
）
法
人
民
事
法
務
協
会

に
再
就
職
し
、

T
成
17
年
2
月
に
退
職

す
る
ま
で
の
永
い
間
法
務
局
に
勤
務
さ

れ
た
、
行
政
に
つ
い
て
大
変
詳
し
い
力

で
あ
り
、
個
人
の
守
秘
義
務
等
に
つ
い

て
も
充
分
認
識
さ
れ
た
相
談
日
で
す
。

行
政
相
談
は
人
松
相
談
と
併
せ
て
月

に
1
回
ま
た
は

2
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催

し
て
い
ま
す
。
開
催
日
や
開
催
場
所
は、

今
月
の
納
税

広
報
や
町
内
放
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

了

税

目

0
町
県
民
税
（
令期
前
納
•
第
1

期
）

▼
納
期
限

6
月
30
日

（木
）

※
納
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

役
場
税
務
課
ヘ

コし―-＝ロ
集
後
編 臨

時
議
会
初
日
の
取
材
に
行

っ
た
際、

傍
聴
の
人
の
多
さ
に
鷲
か
さ
れ
ま
し
た
。

30
屈
あ
る
傍
聴
席
で
は
座
り
き
れ
ず
、

立
ち
見
の
力
も
数
多
く
お
ら
れ
ま
し
た
。

松
原
祈
町
長
の
第

一
声
、
議
長
、
副

議
長
の
選
挙
な
ど
、
見
ど
こ
ろ
が
多

か
っ
た
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

祈
し
い
休
訓
の
も
と
で
ど
の
よ
う
な
町

づ
く
り
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
、
今
、

背
さ
ん
の

町
政
へ

の
関
心
が
高

ま

っ
て
い
る
こ
と
を

改
め
て
感
じ
さ
せ
ら

れ
ま
し
た。

(
N
)

今月の健康診断

■子宮・乳がん検診
文化センター・姫老人憩いの家・中湊コミュニティ

センター・西向老人憩いの家・古座あさかぜ園・潮

岬公民館

■基本健診
津荷老人憩いの家・ 神野川クラブ

※健辰診断についてのお問い合わせ・申し込み等

は、保健センター（合0735-62-6206)
までこ連絡ください。

自衛官募集のお知らせ

肋佑庁では 、自衛官11) ,YJ成 1 7介皮祁 l 次岱集について、 次の とお り 行い ます ~

1，募集種目及び採用時期
(I) ＃集伸□ 2笞陸， ；；； ・,.ド上

(2)打1|」予定1待期 7 JI要日（リ｝［）

2.受付期間

Tl成17-イI"-6 JI 3 ti （金）まで

3'応募資格
H本同社を介し．採Ill予定）Jの ItiJ知 I□18歳以1-27歳末
必の名で、次のいずれにも該‘り しない者

(I) I如 I披後見人又は妓保佐人（準共治1；；；．名を含む）

(2) 禁こ以 1の11<1に処せられ、 その執行を終わるまで又は

執行を受けるこ とがな くなるまでの者

(3)法令の規定によ る億戒兄職の処分を受け、 9ヽi該処分の

Hから 2年を抒過しなしヽ ・者

(1) t1¥1可屯法又はその下に成立した政府を祭））で破壊す

ることを土曲する以克その他のl-11i-l:を結成し、又はこ

れに加人した者

4'志願手続
(!)芯郎古拒の苺K
児l’祁mlj町村役場又は自衛條和歌山地｝J辿絡部もし くは
101＃某事務 （‘fl':I}、I)所に泊水すること

(2)捉出舌？月及び捉出凡

志靱者は 、 2".t怪•海· •,;e . .l志即党 (2辿）及び受験祟
を前•号の恨関へ捉出又は郵迄するこ と

(3)その他

志加品妬の提山後又は受験後、 住所を変史したとさは、

述やかに芯靱党を捉出したお lりの機閃に辿絡する こと

5.試験期日
T成17116}J 4ビ (+)
6.試験種目

干心試験（田甜、数兄中1，会及び竹文）
II逹試験 ・適i'I検令 ・身体検令

7．試験場

利歌l|[l|1|｝、1（辺検H|1祖会場は受付[[寺にお紐らせします.)

8. 合格発表

(I)合格名には杯I|］予定辿知占を追付しますっ

(2)小合格名には辿知し ません。

(3)迎知時期については、試験II寺にお知らせしますっ

9. その他
(1)受除のための旅件は各自の負担とします，

(2)人條時に再度身体検令を行うが、杯/IJ払準1こふたない

場合は、小杯I|］となることがあるので、健康笞兜には

1分汁窓することなお、併せて花物検合を守施します，

※おIHJしヽ合わせは、祈宮岱狛上務所へ

〒647 01144 祈幻lげ印..3丁口 I I岱盾ピル2l‘ 
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トルコ姉妹都市青少年団来町時の

歓迎レセプション

南
紀
国
際
交
流
協
会
の
前
身
、
串
本
町

国
際
交
流
協
会
は
、
串
本
町
の

3
つ
の
姉

妹
都
市
（
ト
ル
コ
共
和
国
の
メ
ル
シ
ン

市
・
ヤ
カ
ケ
ン
ト
町
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

の
ヘ
メ
ッ
ト
市
）
と
の
国
際
交
流
を
よ
り

地
域
に
根
付
い
た
も
の
と
し
、
串
本
町
を

真
の
国
際
的
な
町
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
平
成
5
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
串
本
町
以
外
か
ら
の
参
加
者

いきいき

活動紹介

も
増
え
た
こ
と
か
ら
、

平
成
15
年
に
名
称
を
変

更
。
現
在
は
町
の
国
際

交
流
活
動
を
外
郭
団
体

と
し
て
支
援
す
る
一
方
、

民
間
レ
ベ
ル
で
の
国
際

交
流
事
業
を
推
進
し
、

各
種
講
演
会
や
英
会
話

講
座
、
英
文
観
光
ガ
イ

ド
の
作
成
な
ど
、
少
し

ず
つ
活
動
の
輻
を
広
げ

て
い
ま
す
。
今
年
の

7

月
に
は
ト
ル
コ
姉
妹
都

市
と
の
成
人
交
流
事
業

と
し
て
、
メ
ル
シ
ン
市

の
成
人
22
名
か
ら
な
る
訪
間
団
を
受
け
人

れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

南
紀
国
際
交
流
協
会
は
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
国
際
交
流
の
様
々
な
機
会
づ
く
り
を

目
指
し
、
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
1
7年
6

月
1

日
発
行
編
集
•
発
行
／
串
本
町
役
場
企
画
課

〒

6
4
9
,
3
5
9
2

和
歌
山
県
東
牟
雲
郡
串
本
町
串
本
1
8
0
0

T
E
I
(
0
7
3
5
}
6
2
ー
0
5
5
5

現
在
、
協
会
で
は

7
月
4
日
i

7
日
の

間
、
メ
ル
シ
ン
市
か
ら
の
訪
間
団
の
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
な
っ
て
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
役
場
企

画
課
ま
で
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一般成人向けに開催している英会話講座
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町民レベルでの国際交流を

もっと活発化させたい。
----------------------------------------------
串本町の国際交流は徐々に行政レベルだけでな

く、町民レベルでの交流が広がってきているよう

に思います。当協会の会員さんも最初は行政主導

で集まった方が多かったのですが、最近はいろい

ろな活動に積極的に参加していただける方が多く

なってきました。

これからも講演会や学習会などの活動を通じて、

会員さんだけでなく地域の皆さんに国際交流の機

会をどんどん提供していきたいと考えています。

新しい活動としては、今年からトルコの姉妹都市との成人交流事業を始めま

す。町では青少年交流事業を実施していますが、大人でも姉妹都市の生の生活

を知りたいと考えている人は多いはずです。今年はトルコからの訪間団を受け

人れる年。私たちの生活の様子をトルコの方々に伝え、来年はぜひ希望者を勢っ

てこちらからトルコを訪間したいですね。

由紀国際交流協会会長

西畑栄治さん


